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張
籍
詩
訳
注
(
3
)

 
 
 
 
 
 
「
寄
三
曲
」
「
行
路
難
」

畑
村
 
学

橘
 
英
範

臣
。
犀
8
巴
註
8
き
傷
〉
§
。
竃
8
。
h
夢
。
＜
・
§
。
。
舌
自
白
毒
血
≦
d
8
(
ω
)

7
鼠
口
9
‘
 
＝
〉
目
〉
一
≦
d
男
〉

距
q
O
口
O
ユ
 
目
＞
O
臣
＞
Z
＞

は
じ
め
に

 
本
稿
は
、
本
誌
第
四
五
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
癖
馬
詩
訳
注
」
(
一
)
お
よ
び
(
二
)
(
以

下
、
前
稿
と
称
す
る
)
の
続
稿
で
あ
る
。
訳
注
に
つ
い
て
は
、
本
稿
よ
り
押
韻
の
項
目
を

作
る
こ
と
と
し
た
。
落
籍
詩
の
換
韻
が
特
徴
的
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。

 
な
お
、
前
稿
を
発
表
し
て
か
ら
、
多
く
の
方
の
御
批
正
御
教
示
を
賜
っ
た
た
め
、
以
下

の
点
を
本
稿
よ
り
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

 
前
言
に
お
い
て
、
陳
延
傑
『
張
筆
下
注
』
を
参
照
で
き
な
か
っ
た
旨
を
記
し
た
と
こ
ろ
、

赤
井
益
久
氏
・
丸
山
茂
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
御
恵
贈
下
さ
り
、
本
稿
よ
り
参
照
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
た
(
下
等
と
略
称
す
る
)
。
お
二
人
の
御
厚
意
に
、
心
よ
り
感
謝
の
意
を

表
し
た
い
。

 
さ
ら
に
、
芳
村
弘
道
氏
か
ら
は
、
久
保
天
国
『
古
詩
評
釈
』
(
新
声
社
、
一
九
〇
〇
年
)
'

を
御
恵
贈
い
た
だ
い
た
。
張
籍
の
作
・
品
で
は
、
「
征
婦
怨
」
「
節
婦
吟
」
「
三
遠
曲
」
の
三

首
が
収
め
ら
れ
、
詳
細
な
解
説
が
施
さ
れ
て
い
る
。
早
速
本
稿
の
「
一
婦
怨
」
の
訳
注
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
㌦

 
な
お
、
言
辞
詩
の
引
用
に
当
た
っ
て
は
、
本
稿
か
ら
巻
数
と
と
も
に
作
品
番
号
を
記
す

こ
と
と
し
た
。
丸
山
茂
氏
の
『
張
型
歌
詩
索
引
』
(
朋
友
書
店
、
七
六
年
)
に
お
い
て
附

さ
れ
た
作
品
番
号
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
読
者
諸
賢
が
ご
参
照
い
た
だ
く
上
で
お
役

に
立
て
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

 
ま
た
、
御
批
正
い
た
だ
い
た
点
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
、
補
足
を
行
っ
て
お
き
た
い
。

 
丸
山
茂
氏
よ
り
、
1
「
野
居
」
の
第
3
句
「
端
坐
」
に
つ
い
て
、
こ
の
場
合
、
「
端
正
」

の
「
端
」
で
あ
り
、
正
座
の
意
で
あ
る
と
の
ご
指
摘
を
い
た
だ
い
た
。
「
端
坐
」
に
は
、

安
座
の
意
味
と
正
座
の
意
味
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
氏
の
ご
指
摘
の
通
り
、
後
者
の
意
味

で
あ
ろ
う
。
心
墨
に
も
う
一
例
用
例
が
あ
り
、
η
「
贈
項
斯
」
(
巻
斗
)
に
、
「
端
坐
吟
詩

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

妄
忍
飢
、
万
人
中
覚
似
君
稀
」
(
端
坐
し
て
詩
を
吟
じ
 
妄
り
に
飢
え
を
忍
ぶ
は
、
万
人

中
に
覚
む
る
も
 
君
に
似
た
る
も
の
稀
な
り
)
と
あ
る
。
と
も
に
居
住
ま
い
を
正
し
て
詩

作
や
読
書
に
没
頭
す
る
様
子
を
言
う
。

 
許
山
秀
樹
氏
よ
り
、
2
「
西
州
」
の
第
4
句
、
「
防
塞
兵
」
が
一
本
「
淫
辞
兵
」
に
作

る
こ
と
の
御
指
摘
を
い
た
だ
い
た
。
担
当
者
(
橘
)
の
見
落
と
し
で
あ
り
汗
顔
の
至
り
で

あ
る
。
許
山
氏
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
第
4
句
の
語
釈
に
以
下
の
文
章
を

付
け
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
九
九
九
年
九
月
二
十
四
日
受
理

畑
村
 
学
 
 
宇
部
工
業
高
等
専
門
学
校
一
般
科
講
師

橘
 
英
範
 
 
岡
山
大
学
文
学
部
言
語
文
科
学
科
助
教
授
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『
全
唐
詩
』
の
校
語
に
よ
れ
ば
、
一
本
「
塞
下
兵
」
に
作
る
。
こ
の
場
合
は
音
は
サ

イ
、
と
り
で
の
意
。

 
『
史
記
』
高
祖
本
紀
に
「
盧
縮
与
数
千
騎
居
塞
下
候
伺
、
幸
上
病
理
自
費
謝
」
(
盧

結
 
数
千
騎
と
塞
下
に
居
り
て
候
伺
し
、
幸
に
上
の
病
愈
ゆ
れ
ば
自
ら
入
り
て
謝
せ
ん

と
す
)
と
い
う
用
例
が
あ
る
。
詩
に
お
い
て
は
、
蒔
道
衡
の
「
出
塞
二
首
」
其
一
(
『
文

苑
英
華
』
巻
一
九
七
)
に
「
塵
沙
塞
下
暗
、
風
月
朧
頭
寒
」
(
塵
沙
 
塞
下
暗
く
、
風

月
 
朧
…
頭
寒
し
)
と
い
う
用
例
が
あ
る
。
唐
詩
に
お
い
て
は
、
七
子
昂
に
「
送
別
出
塞
」

(『

S
唐
詩
』
巻
八
三
)
に
「
胡
兵
世
理
下
、
漢
騎
手
背
中
」
(
胡
兵
 
翠
玉
に
屯
し
、

漢
騎
 
月
中
に
属
す
)
と
い
う
な
ど
の
用
例
が
あ
る
。

 
『
楽
府
詩
集
』
新
楽
府
辞
に
「
県
下
曲
」
「
塞
下
」
の
楽
府
題
が
あ
り
(
巻
九
二
～

九
三
)
、
李
白
(
六
首
)
・
王
昌
齢
(
二
首
)
・
三
冠
(
二
首
)
・
高
論
(
六
首
)
・
咬
然

(
二
首
)
ら
の
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
張
籍
の
も
の
も
一
首
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、

集
は
「
塞
上
曲
」
に
作
る
。

 
な
お
、
杜
甫
に
は
「
塞
下
」
の
用
例
は
な
く
、
等
厚
に
は
、
1
7
「
塞
二
曲
」
(
巻
七
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
詩
題
の
異
本
と
、
そ
の
詩
箋
に
「
将
軍
閲
兵
青
六
下
、
鳴
鼓
運
試
促
二
巴
」
(
将
軍

 
兵
を
閲
す
 
青
塞
の
下
、
鳴
鼓
馨
馨
と
し
て
 
葦
囲
を
促
す
)
の
形
で
用
い
て
い
る

の
み
。

 
3
「
雑
怨
」
に
つ
い
て
、
市
川
桃
子
氏
か
ら
は
、
最
後
の
二
句
「
山
川
貴
遥
遠
、
行
人

自
不
返
」
が
、
帰
る
気
の
な
い
夫
を
非
難
す
る
こ
と
ば
に
解
釈
で
き
、
こ
う
し
た
女
性
は
、

中
唐
以
前
の
文
人
の
作
品
に
は
無
か
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ご
指
摘
を
い
た
だ
い

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
た
め
、
今
後
張
籍
の
詩
を
読
ん
で
い
く

上
で
確
認
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

 
伊
藤
直
哉
氏
よ
り
、
4
「
三
原
李
氏
園
宴
集
」
の
第
B
・
1
4
句
、
「
膏
亀
有
絵
滋
、
竹

樹
芳
且
鮮
」
の
句
が
、
宴
席
の
食
事
に
つ
い
て
の
表
現
で
は
な
い
か
と
い
う
御
指
摘
を
い

た
だ
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
確
証
を
得
ら
れ
ず
、
現
在
調
査
中
で
あ
る
。

 
以
上
の
よ
う
に
、
多
く
の
方
々
よ
り
、
御
批
正
御
教
示
を
賜
っ
た
こ
と
、
誠
に
感
謝
に

堪
え
な
い
。
引
き
続
き
、
御
指
導
御
強
捷
を
賜
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

訳
注

本
篇
に
は
、
5
「
寄
遠
曲
」
・
6
「
行
路
難
」
(
と
も
に
巻
一
)
の
訳
注
を
掲
載
す
る
。

5
寄
島
曲

【
上
蓋
】

 
「
遠
く
の
人
に
寄
せ
る
」
曲
。
『
楽
府
詩
集
』
巻
九
四
「
新
楽
府
辞
」
に
、
王
建
の
詩

と
と
も
に
採
録
さ
れ
る
。
野
鶴
「
寄
遠
曲
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
【
袴
】
を
参
照
。

 
「
寄
遠
」
を
詩
題
と
す
る
、
或
い
は
詩
題
に
含
む
詩
は
、
六
朝
に
は
見
ら
れ
ず
、
唐
代

に
入
り
登
場
す
る
。
な
か
で
も
、
士
籍
と
同
じ
く
女
性
へ
の
恋
情
を
詠
じ
て
い
る
の
は
、

盛
唐
の
李
白
「
二
百
十
二
首
」
(
回
書
本
巻
二
五
)
中
の
数
編
の
詩
で
あ
る
。

 
大
野
実
之
助
氏
は
『
李
太
白
詩
歌
全
解
』
(
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
八
○
年
)
の
な
か

で
、
「
寄
遠
」
中
の
い
く
つ
か
の
詩
が
、
恋
情
を
抱
く
女
性
に
寄
せ
た
詩
で
あ
る
と
解
釈

し
て
い
る
。
ま
た
、
『
李
白
全
集
校
注
彙
編
集
評
』
(
窟
鎮
主
編
、
百
花
文
藝
出
版
社
、
九

六
年
)
の
「
難
解
」
に
も
、
「
十
二
首
に
は
、
妻
に
寄
せ
た
も
の
、
他
の
人
(
妻
以
外
の

女
性
)
に
寄
せ
た
も
の
、
妻
に
成
り
代
わ
っ
て
贈
っ
た
も
の
、
他
の
人
に
成
り
代
わ
っ
て

贈
っ
た
も
の
が
あ
る
。
な
か
で
も
妻
に
寄
せ
た
も
の
、
妻
に
成
り
代
わ
っ
て
贈
っ
た
も
の

が
多
い
」
(
或
寄
内
、
或
寄
他
人
、
或
自
代
内
贈
、
或
代
他
人
寄
贈
。
但
以
寄
内
和
自
明

内
贈
喜
多
)
と
説
明
す
る
。

 
特
に
、
李
詩
の
其
十
一
に
は
、
自
分
の
も
と
を
去
っ
て
い
っ
た
「
美
人
」
に
対
す
る
未

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
ゆ

練
が
詠
わ
れ
、
張
籍
の
詩
と
共
通
す
る
。
よ
っ
て
、
以
下
全
文
を
挙
げ
て
お
く
。

 
 
 
(
『
文
選
』
巻
二
九
)

辞
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

 
美
人
在
時
凝
滞
堂

 
美
人
去
後
鯨
空
抹

 
林
中
繍
被
巻
不
寝

 
至
要
三
宝
聞
短
音

 
香
亦
寛
不
滅

 
人
亦
寛
不
來

 
相
思
黄
葉
盤

 
白
露
隠
青
苔

 
な
お
、
陳
延
傑
は
、

愁
詩
」

 
美
人
在
る
時
 
花
 
堂
に
満
ち

 
美
人
去
り
て
後
 
空
林
を
除
す

 
林
中
の
繍
被
 
巻
き
て
寝
ね
ず

 
今
に
至
る
ま
で
三
載
 
絵
画
を
聞
く

 
香
も
亦
た
・
寛
に
滅
せ
ず

 
人
も
亦
た
寛
に
来
ら
ず

 
相
思
 
黄
葉
尽
き

 
白
露
 
青
苔
を
湿
す

張
籍
「
寄
遠
曲
」
に
影
響
を
与
え
た
作
品
と
し
て
、
漢
の
張
衡
「
四

 
 
を
指
摘
す
る
。
「
寄
遠
曲
」
へ
の
「
四
愁
詩
」
の
語
句
、
措

 
【
語
釈
】
の
な
か
で
言
及
す
る
こ
と
に
す
る
。

【
本
文
・
書
き
下
し
文
】
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1
美
人
來
去
春
寒
暖

2
江
頭
無
人
退
水
浦

3
洗
沙
石
上
水
禽
棲

4
江
南
路
長
春
日
工

5
蘭
舟
桂
揖
常
鋼
弦

6
無
因
重
寄
隻
覆
瑠

美
人
 
来
適
し
て
 
春
江
暖
か
し

江
頭
に
人
無
く
 
湘
水
満
つ

涜
沙
の
石
上
 
水
禽
棲
み

江
南
 
路
長
く
し
て
 
春
日
短
し

三
舟
 
温
血
 
常
に
江
を
渡
る
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ

重
ね
て
双
現
瑠
を
寄
す
る
に
因
る
無
し

 
六
朝
・
唐
代
の
詩
に
頻
出
す
る
。
下
之
自
身
に
も
多
数
用
例
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
す

べ
て
表
面
上
は
女
性
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
詩
の
「
美
人
」
も
、
・
3
句
に
「
洗
出
」
(
薄

絹
を
洗
う
)
と
あ
り
、
直
接
は
女
性
を
指
し
て
い
る
。

 
な
お
、
こ
の
詩
は
、
「
美
人
」
以
外
に
も
5
句
に
「
封
泥
桂
揖
」
(
後
述
)
と
あ
る
な
ど
、

『
楚
辞
』
の
こ
と
ば
を
使
用
す
る
。
こ
の
詩
の
舞
台
が
、
次
句
に
詠
わ
れ
る
よ
う
に
、
白

水
下
流
域
に
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

【
押
韻
】

暖
・
満
・
短
一
上
声
二
四
緩

江
-
上
平
四
型
 
瑠
i
下
平
十
一
唐

※
江
と
瑠
は
、
『
広
韻
』
の
押
韻
の
規
律
か
ら
は
外
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
所
謂
通
押
で
、

押
韻
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
当
時
の
実
際
の
発
音
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

中
唐
の
古
体
詩
に
、
『
広
韻
』
の
規
律
か
ら
外
れ
る
押
韻
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

小
川
環
樹
氏
の
『
唐
詩
概
説
』
第
八
章
「
唐
詩
の
押
韻
お
よ
び
韻
書
」
(
「
中
国
詩
人
選
集
」

別
巻
、
岩
波
書
店
、
一
五
〇
・
一
五
一
ペ
ー
ジ
)
に
説
明
が
あ
る
。

【
口
語
訳
】

1
美
し
い
人
は
去
っ
て
 
春
を
迎
え
た
江
は
暖
か
く
な
っ
た
-

2
江
の
ほ
と
り
に
そ
の
人
は
お
ら
ず
.
 
二
水
が
水
を
た
た
え
る
ば
か
り

3
あ
の
人
が
紗
を
洗
っ
た
石
の
上
に
は
 
今
や
水
鳥
が
棲
み

4
あ
の
人
の
い
る
江
南
ま
で
路
は
遠
い
の
に
 
こ
の
春
の
良
き
日
は
短
い

5
木
蘭
の
舟
に
桂
樹
の
揖
 
い
つ
も
江
を
渡
っ
て
い
る
の
に

6
一
対
の
耳
玉
を
何
度
贈
ろ
う
に
も
 
そ
の
あ
て
が
な
い

【
語
釈
】

1
・
2
 
美
人
来
去
春
江
暖
、
江
頭
無
人
落
水
満

〔
美
人
〕
美
し
い
女
性
。
『
楚
辞
』
以
来
、
会
い
た
く
て
も
会
え
な
い
、
思
慕
の
情
を
寄

せ
る
対
象
と
し
て
詩
文
に
記
さ
れ
る
。
し
ば
し
ば
、
不
遇
の
臣
下
に
お
け
る
君
主
を
指
し

て
こ
の
よ
う
に
言
う
。
屈
原
の
「
離
騒
」
に
、
「
惟
草
木
之
零
落
分
、
恐
美
人
石
面
暮
」
(
草

 
 
 
 
 
 
 
お
も

木
の
零
落
す
る
を
惟
い
、
美
人
の
三
三
な
ら
ん
こ
と
を
回
る
)
、
同
「
九
三
・
少
司
命
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
う

に
、
「
望
美
人
分
未
来
、
魔
風
祝
骨
菊
瓦
」
(
美
人
を
望
む
も
未
だ
来
ら
ず
、
風
に
臨
ん
で
祝

 
 
 
お
お

と
し
て
潔
い
に
歌
う
)
と
あ
り
、
ま
た
同
「
九
章
」
に
は
、
「
思
美
人
」
(
美
人
を
思
う
)

の
篇
が
あ
る
。

〔
来
去
〕
去
る
。
こ
こ
で
は
「
去
」
に
だ
け
意
味
が
あ
る
。
同
様
の
「
来
去
」
の
用
例
は
、

零
参
「
送
厳
黄
門
拝
御
史
大
夫
再
鎮
蜀
川
兼
観
省
」
(
『
校
注
』
巻
四
)
に
、
「
蒼
生
望
巳

久
、
来
去
不
応
遅
」
(
蒼
生
 
望
む
こ
と
巳
に
久
し
く
、
来
去
.
 
応
に
遅
る
べ
か
ら
ず
)

と
見
え
、
陳
鉄
民
・
侯
忠
義
注
に
「
来
去
、
複
息
子
義
、
実
指
去
」
と
説
明
す
る
。

教
避
難
瀞
嚢
藷
真
離
願
解
蓑
鱗
轄
鶏
転

ら
し
む
)
と
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
場
合
は
、
文
字
通
り
の
「
来
る
こ
と
と
去
る
こ
と
」
で

も
解
釈
可
能
で
あ
る
。

 
な
お
、
『
楽
府
詩
集
』
は
「
去
来
」
に
作
る
が
、
そ
の
場
合
で
も
「
去
」
の
字
に
意
味

が
あ
る
。
郭
瑛
「
遊
仙
詩
七
首
」
其
七
(
『
文
選
』
巻
一
二
)
に
、
「
長
揖
当
塗
人
、
去
来

山
林
客
」
(
当
塗
の
人
に
長
揖
し
、
去
来
し
て
山
林
の
客
た
ら
ん
)
宏
あ
る
の
が
同
じ
用

法
。

〔
春
江
〕
春
を
迎
え
た
江
。
劉
宋
の
顔
延
之
「
春
曇
幸
京
口
侍
遊
蒜
山
野
一
首
」
(
『
文
選
』

巻
二
二
)
に
、
「
春
江
壮
風
濤
、
蘭
野
茂
梯
英
」
(
春
江
は
 
風
と
濤
と
を
壮
ん
に
し
、
蘭

 
 
め

 
 
 
 
に
な
 
ロ

野
は
梯
と
英
と
を
茂
ら
す
)
と
あ
る
。

 
唐
詩
に
頻
出
し
、
例
え
ば
、
孟
浩
然
「
送
杜
十
四
之
江
南
」
(
『
全
唐
詩
』
一
六
〇
)
に
、

「
荊
呉
相
接
水
為
郷
、
君
去
春
江
正
森
荘
」
(
血
色
相
接
し
て
 
水
郷
を
為
し
、
君
去
り

て
 
春
江
正
に
森
 
た
り
)
と
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

 
張
籍
に
も
う
一
例
。
2
3
「
春
江
曲
」
(
巻
七
)
に
、
「
春
江
無
泳
潮
水
平
、
蒲
心
出
水
売

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雛
鳴
」
(
春
江
泳
無
く
 
潮
水
平
か
に
、
蒲
心
永
よ
り
出
で
て
 
晃
雛
鳴
く
)
と
あ
り
、

暖
か
く
穏
や
か
な
春
の
川
の
様
子
が
詠
わ
れ
る
。

 
1
句
、
あ
な
た
は
去
っ
て
も
う
い
な
い
が
、
春
は
再
び
巡
っ
て
き
た
鱒
春
と
い
う
良
き

季
節
に
こ
そ
あ
な
た
に
い
て
ほ
し
い
の
に
、
あ
な
た
は
行
っ
て
し
ま
っ
た
、
の
意
っ

 
な
お
、
こ
の
詩
に
は
「
江
」
の
字
が
四
回
忌
使
わ
れ
て
い
る
。

〔
江
頭
〕
川
の
ほ
と
り
。
唐
代
以
降
多
く
用
い
ら
れ
は
じ
め
る
こ
と
ば
。
噌
3
句
h
涜
沙
石
」

の
あ
る
と
こ
ろ
で
、
張
籍
以
前
で
「
溌
沙
(
紗
ご
と
と
も
に
用
い
ら
れ
。
る
例
が
、
王
維

「
洛
陽
女
児
行
」
(
三
殿
成
箋
注
『
王
右
丞
集
箋
注
』
巻
六
)
、
「
回
心
越
女
物
如
玉
、
貧
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賎
江
頭
自
責
紗
」
(
誰
か
憐
れ
ま
ん
 
越
女
 
顔
 
玉
の
如
く
、
貧
賎
に
し
て
 
江
頭
に

 
 
 
 
あ
ら

自
ら
紗
を
洗
う
を
)
と
あ
る
。
王
維
の
用
例
は
、
西
施
の
故
事
を
踏
ま
え
る
。
3
句
「
洗

骨
」
の
語
釈
参
照
。

 
張
籍
に
こ
の
他
六
例
。
5
6
「
江
頭
」
(
巻
二
)
と
題
す
る
詩
が
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1

〔
無
人
〕
美
人
が
去
っ
て
行
っ
て
、
も
う
い
な
い
。

〔
湘
水
満
〕
春
と
な
っ
て
湘
水
の
水
か
さ
が
増
す
。
湘
水
は
、
湖
南
省
を
流
れ
、
瀟
水
と

合
流
し
て
洞
庭
湖
に
注
ぐ
川
。
『
楚
辞
』
の
舞
台
と
し
て
、
多
く
「
江
湘
」
(
長
江
と
湘
水
)

「
湘
涜
」
「
涜
湘
」
(
涜
水
と
湘
水
。
涜
水
は
、
西
南
か
ら
洞
庭
湖
に
注
ぐ
川
)
の
語
で
見

え
る
。
「
貯
水
」
と
い
う
こ
と
ば
自
体
は
、
『
楚
辞
』
系
の
作
品
で
は
、
東
方
朔
「
七
諌
・

哀
命
」
に
、
「
測
泪
羅
之
湘
水
分
、
知
時
下
而
不
反
」
(
泪
羅
の
湘
水
を
測
り
、
時
の
固
よ

り
し
て
反
ら
ざ
る
を
知
る
)
と
一
例
見
え
る
の
み
。

 
ま
た
、
張
衡
「
四
愁
詩
四
首
」
其
二
に
、
「
寝
所
二
分
在
桂
林
、
欲
往
従
之
湘
水
深
」
(
我

が
思
う
所
は
桂
林
に
在
り
、
往
き
て
之
に
従
わ
ん
と
欲
す
れ
ば
 
湘
水
深
し
)
と
あ
り
、

こ
の
詩
と
同
様
、
「
美
人
」
と
の
間
を
隔
て
る
も
の
と
し
て
、
湘
水
が
詠
わ
れ
て
い
る
。

 
「
湘
水
」
の
張
籍
の
用
例
は
こ
れ
の
み
。

3
.
 
4
 
洗
沙
石
上
水
禽
棲
、
江
南
路
長
春
日
短

〔
洗
沙
石
上
〕
薄
絹
を
洗
濯
す
る
石
の
上
。
「
沙
」
を
、
四
周
本
・
『
三
二
集
』
は
と
も
に

「
紗
」
に
作
り
、
意
味
と
し
て
は
そ
ち
ら
が
正
し
い
。
徐
注
に
は
「
案
書
面
無
意
義
、
疑

当
作
「
洗
紗
」
」
と
言
う
が
、
「
洗
芋
」
で
も
唐
詩
中
に
頻
出
し
、
両
者
は
あ
ま
サ
意
識
せ

ず
に
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

 
戦
国
の
越
の
美
女
・
西
施
の
故
事
に
基
づ
き
、
西
施
が
紗
を
洗
濯
し
た
石
が
「
涜
沙
(
紗
)

石
」
。
な
お
、
西
施
の
故
事
に
つ
い
て
は
、
松
浦
友
久
氏
編
『
漢
詩
の
事
典
』
(
大
修
館
書

店
、
九
八
年
)
「
名
詩
の
ふ
る
さ
と
(
滑
跡
)
」
の
「
若
耶
渓
」
の
項
目
を
参
照
。

 
固
有
名
詞
と
し
て
の
「
涜
沙
石
」
は
、
現
在
の
菊
見
省
紹
興
市
に
あ
っ
た
も
の
だ
が
、

こ
こ
で
は
「
美
人
」
に
関
わ
り
の
あ
る
場
所
と
し
て
、
一
般
名
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

 
詩
で
は
、
梁
の
元
帝
「
烏
棲
曲
四
首
」
其
一
(
『
玉
毫
新
報
』
巻
九
)
に
、
「
下
値
西
施

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
し

新
洗
紗
、
共
蓋
江
干
謄
月
華
」
(
復
た
値
う
 
西
施
の
新
た
に
紗
を
涜
う
に
、
共
に
江
の
干

に
涯
か
ん
で
 
月
華
を
瞭
ん
)
と
あ
り
、
庚
信
の
「
和
趙
王
看
妓
詩
」
(
『
庚
子
山
集
注
』

巻
四
。
以
後
、
庚
信
の
詩
文
の
引
用
は
同
書
に
拠
る
)
に
も
、
「
長
思
洗
紗
石
、
空
想
擦

 
 
 
つ
ね
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う

至
言
」
(
長
に
紗
を
溌
う
石
を
思
い
、
空
し
く
衣
を
濤
つ
砧
を
想
う
)
と
あ
る
。

 
唐
詩
に
「
式
量
(
紗
)
」
は
頻
出
す
る
が
、
「
石
」
と
結
び
つ
く
例
は
、
李
白
「
送
祝
八

之
江
東
賦
得
洗
紗
石
」
(
評
注
本
巻
一
七
)
に
、
「
西
施
越
渓
女
、
明
器
光
雲
海
。
未
入
呉

王
宮
殿
時
、
洗
紗
古
石
今
猶
在
。
…
…
若
到
天
涯
思
故
人
、
武
烈
石
上
窺
明
月
」
(
西
施

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
が
や

 
越
渓
の
女
、
明
艶
 
雲
海
に
光
く
。
未
だ
牛
王
の
宮
殿
に
入
ら
ざ
る
時
、
涜
紗
の
古
石

 
今
猶
お
在
り
。
…
…
若
し
天
涯
に
到
り
故
人
を
思
わ
ば
、
洗
紗
石
上
 
明
月
を
窺
え
)

と
あ
る
。
ま
た
李
白
に
は
「
涜
紗
石
上
女
」
(
同
巻
二
五
)
と
題
す
る
詩
も
あ
る
。

 
李
白
の
詩
は
、
と
も
に
西
施
の
故
事
を
直
接
踏
ま
え
、
古
代
の
越
の
地
名
で
あ
る
「
洗

紗
石
」
を
言
う
。
し
か
し
三
石
の
詩
で
は
、
2
句
に
「
江
頭
」
「
差
水
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
西
施
が
紗
を
洗
っ
た
場
所
(
古
代
の
越
の
地
)
で
は
な
く
、
西
施
の
故
事
か
ら
導
か

れ
た
美
人
の
行
為
と
し
て
「
洗
面
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

 
な
お
、
『
楽
府
詩
集
』
巻
八
○
「
近
代
曲
辞
」
に
、
「
建
仁
女
二
首
」
が
採
録
さ
れ
る
。

 
「
洗
沙
(
紗
)
」
の
張
籍
の
用
例
は
、
こ
れ
の
み
。

 
3
句
は
、
あ
な
た
が
衣
を
洗
っ
て
い
た
石
の
と
こ
ろ
に
は
、
あ
な
た
が
い
な
い
た
め
に
、

今
や
水
鳥
が
棲
む
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
意
味
。

〔
水
禽
棲
〕
永
鳥
が
棲
む
。
「
棲
」
を
、
『
楽
府
詩
集
』
・
『
全
唐
詩
』
・
笠
窪
本
が
そ
れ
ぞ

れ
「
栖
」
に
作
る
の
は
別
体
で
、
音
義
と
も
に
同
じ
。

 
曹
植
「
職
神
賦
」
(
『
文
選
炉
巻
一
九
)
に
、
「
鯨
蜆
踊
而
爽
穀
、
水
禽
翔
而
為
衛
」
(
鯨

蜆
踊
り
て
穀
を
爽
み
、
水
禽
翔
り
て
衛
を
為
す
)
と
あ
り
、
詩
で
は
、
西
晋
の
成
糸
綴
の

詩
(
『
藝
文
類
聚
』
巻
二
七
)
に
、
「
素
石
何
隣
隣
、
水
禽
浮
翻
筋
」
(
素
石
 
何
ぞ
隣
隣

た
る
、
水
禽
 
浮
か
び
で
蘭
認
た
り
)
と
あ
る
。

 
唐
詩
に
も
頻
出
す
る
が
、
「
棲
」
と
結
び
つ
い
た
も
の
に
、
王
建
「
寄
画
松
僧
」
(
『
全

唐
詩
』
三
〇
一
)
に
、
「
最
愛
福
江
両
三
樹
、
水
禽
棲
処
解
糖
藤
」
(
最
も
愛
す
 
江
に
臨

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ

む
両
三
樹
の
、
水
禽
の
棲
処
に
し
て
 
解
く
藤
無
き
を
)
と
あ
る
。

張
籍
に
も
う
一
例
用
例
が
あ
り
ボ
㈱
「
野
寺
後
記
友
」
(
巻
七
)
に
、
「
繁
木
蔭
子
渠
、

 
 
 
 
 
 
(
繁
木
夫
の
渠
を
蔭
い
、
時
に
水
禽
の
鳴
く
有
り
)
と
あ
る
。

時
有
水
弓
鳴
」

〔
江
南
〕
長
江
下
流
の
南
の
地
。
こ
こ
で
は
次
に
「
路
長
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
美
人
の

去
っ
て
い
っ
た
所
を
言
う
が
、
具
体
的
に
何
処
を
指
す
か
は
わ
か
ら
な
い
。

 
た
だ
、
こ
の
詩
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
二
水
下
流
域
も
、
「
江
南
」
に
含
め
て
言
う
場

 
 
 
 
 
 
 
 
フ

合
が
あ
り
、
張
籍
の
3
「
一
風
怨
」
(
巻
七
)
に
、
「
関
聯
初
起
江
沈
沈
、
君
王
遥
山
雲
夢

 
 
 
 
 
 
 
 
 

林
。
江
南
避
暑
白
墨
暗
、
壷
下
朝
朝
春
水
深
」
(
湘
雲
初
め
て
起
り
て
 
江
沈
沈
た
り
、

君
王
 
遥
か
に
雲
泥
の
林
に
在
り
。
江
南
雨
多
く
し
て
 
施
戟
暗
く
、
壷
下
朝
朝
 
春
水

深
し
)
と
あ
る
の
は
、
そ
う
し
た
例
の
ひ
と
つ
。

 
六
朝
・
唐
代
を
通
じ
て
詩
文
に
頻
価
す
る
こ
と
ば
で
あ
る
溺
、
6
句
「
瑠
」
と
一
緒
に

用
い
ら
れ
る
例
に
、
曹
植
「
岳
神
賦
」
(
『
文
選
』
巻
一
九
)
に
、
「
悼
良
会
懸
子
二
分
、

哀
一
平
信
異
郷
。
無
微
情
以
効
半
分
、
献
江
南
之
明
瑠
」
(
良
会
の
永
く
絶
ゆ
る
を
悼
み
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
た

一
た
び
逝
き
て
郷
を
異
に
す
る
を
哀
し
む
。
微
情
の
以
て
愛
を
得
す
無
け
れ
ば
、
江
南
の



張籍詩訳注(3)一「寄三曲」「行路難」一(畑村 学，橘 英範)23

明
瑠
を
撫
ぜ
ん
)
と
あ
る
。

〔
愚
頑
〕
美
人
と
の
距
離
の
遠
さ
を
言
う
。
曹
植
「
贈
白
馬
王
位
」
(
『
文
選
』
巻
二
四
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
か

に
、
「
汎
舟
越
標
識
、
怨
彼
東
路
長
」
(
舟
を
汎
べ
て
洪
濤
を
越
え
、
彼
の
東
路
の
長
き
を

怨
む
)
と
あ
る
他
、
『
文
選
』
に
二
例
見
え
る
。

 
張
衡
「
四
愁
詩
」
で
は
、
遠
く
に
い
る
「
美
人
」
に
、
張
出
が
さ
ま
ざ
ま
な
贈
り
物
を

し
ょ
う
と
す
る
が
、
其
一
「
路
遠
望
華
僑
逡
遥
」
(
路
遠
く
し
て
致
す
珍
く
 
上
り
て
遽

遷
す
)
、
其
二
「
路
遠
写
致
僑
偶
感
」
(
路
遠
く
し
て
致
す
莫
く
 
碕
り
て
偏
恨
す
)
、
其

三
「
路
遠
莫
致
僑
蜘
踵
」
(
路
遠
く
し
て
致
す
悪
く
 
詣
り
て
蜘
正
す
)
、
其
四
「
路
遠
莫

致
逓
増
歎
」
(
路
遠
く
し
て
致
す
如
く
 
碕
り
て
歎
き
を
増
す
)
と
、
距
離
が
遠
い
た
め

に
そ
れ
が
か
な
わ
な
い
と
繰
り
返
し
詠
わ
れ
る
。

〔
春
日
短
〕
「
美
人
」
と
の
良
会
に
相
応
し
い
春
の
良
き
日
は
短
い
。

 
「
春
日
」
は
、
古
く
『
毛
描
』
山
風
「
七
月
」
に
、
「
春
日
遅
遅
、
采
繋
祁
祁
」
(
春
日

 
 
 
 
 
 
 
と

遅
遅
た
り
、
繋
を
采
る
こ
と
忌
違
た
り
)
と
見
え
、
以
後
六
朝
・
唐
代
を
通
じ
て
詩
に
常

見
の
語
。

 
詩
題
に
含
ま
れ
る
も
の
も
併
せ
て
、
張
籍
に
こ
の
他
六
例
。
輔
「
春
日
行
」
(
巻
七
)

に
は
、
「
春
日
融
融
池
上
暖
、
竹
芝
出
土
専
心
短
」
(
春
日
融
融
と
し
て
 
池
上
暖
か
く
、

竹
芽
 
土
よ
け
出
で
て
 
蘭
心
短
し
)
と
あ
り
、
春
日
の
水
辺
の
様
子
を
詠
じ
て
い
る
。

 
な
お
「
春
日
短
」
は
、
こ
こ
で
は
、
「
江
南
路
長
」
と
対
比
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

5
・
6
 
蘭
舟
桂
揖
常
藤
江
、
無
因
重
寄
双
覆
瑠

〔
業
界
桂
揖
〕
木
蘭
の
舟
と
桂
樹
の
榔
。
ま
た
「
蘭
」
や
「
桂
」
は
、
舟
の
美
称
と
し
て

付
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
木
蘭
と
桂
樹
が
船
に
関
連
し
て
用
い
ら
れ
る
例
に
、
屈
原
の
「
九

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
じ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き

歌
・
湘
君
」
に
、
「
三
権
分
蘭
椎
、
断
口
分
積
雪
」
(
桂
の
擢
 
蘭
の
椎
、
泳
を
断
り
雪
を

積
む
)
と
あ
る
(
「
椎
」
を
、
『
文
選
』
は
別
体
の
「
桟
」
に
作
る
)
と
あ
る
。
王
逸
の
注

に
「
権
は
揖
な
り
」
。

 
「
蘭
舟
」
は
、
木
蘭
の
樹
で
作
っ
た
舟
の
こ
と
で
、
「
木
蘭
舟
」
を
短
縮
し
た
言
い
方
。

そ
の
由
来
に
つ
い
て
、
梁
の
任
防
『
述
異
記
』
巻
下
(
『
漢
魏
叢
書
』
所
収
)
に
次
の
よ

う
な
記
事
が
載
せ
ら
れ
る
。

 
 
 
 
ハ
マ
マ
リ

 
 
木
蘭
川
重
薄
陽
江
中
、
多
木
蘭
樹
。
昔
呉
王
閨
間
土
木
蘭
於
此
、
用
構
宮
殿
也
。

 
七
里
洲
中
、
有
魯
班
刻
木
蘭
為
舟
。
舟
至
今
在
頑
強
。
詩
家
云
木
蘭
舟
、
出
於
此
。

 
 
木
蘭
の
洲
 
薄
陽
の
江
中
に
増
量
て
、
木
蘭
の
樹
多
し
。
昔
 
呉
王
波
間
 
木
蘭
を

 
此
に
植
え
、
用
て
宮
殿
を
構
う
る
な
り
。
七
皇
の
洲
中
に
、
魯
班
の
木
蘭
を
刻
み
て
舟

 
を
為
る
有
り
。
舟
 
今
に
至
る
ま
で
洲
中
に
在
り
。
詩
家
の
木
蘭
舟
と
云
う
は
、
.
 
此
に

 
出
ず
。
.
 

 
詩
の
用
例
と
し
て
は
、
「
木
蘭
船
」
の
語
が
、
梁
の
三
孝
威
「
乱
採
蓮
詩
」
(
『
隠
文
類

聚
』
巻
八
二
)
、
「
金
鋼
木
蘭
船
、
戯
採
江
南
蓮
」
(
金
鋳
 
木
蘭
の
船
、
戯
れ
に
江
南
の

蓮
を
採
る
)
と
あ
り
、
唐
詩
で
は
、
盛
唐
の
韓
語
「
常
州
睡
眠
明
府
使
蘇
州
便
赴
告
期
」

(『

S
唐
詩
』
二
二
四
五
)
に
、
「
楓
樹
林
写
経
楚
雨
、
木
蘭
塗
上
腸
江
潮
」
(
楓
樹
の
林

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふ

中
 
楚
雨
を
経
、
木
蘭
の
舟
上
 
江
潮
を
賜
む
)
と
あ
る
。

 
張
籍
に
「
木
蘭
船
」
の
用
例
が
二
例
。
猶
「
春
別
事
」
(
巻
六
)
に
、
「
江
頭
橘
樹
君
雨

隠
、
那
不
享
受
木
蘭
船
」
(
江
頭
の
養
鰻
 
君
自
ら
種
う
、
那
ぞ
長
じ
て
木
蘭
の
船
を
繋

が
ざ
る
)
、
3
5
「
春
水
曲
」
(
巻
七
)
に
、
「
蕩
漂
木
蘭
船
、
中
有
双
少
年
」
(
蕩
覧
た
り

 
 
 
 
 

木
蘭
の
船
、
中
に
双
少
年
有
り
)
と
あ
る
。

 
「
桂
揖
」
は
、
桂
の
木
で
作
っ
た
か
い
。
「
糧
」
を
、
『
唐
詩
野
里
』
『
叩
県
警
』
は
、

別
体
の
「
機
」
に
伶
る
。
早
く
屈
原
の
「
九
歌
・
湘
君
」
に
「
桂
乾
」
と
見
え
る
(
先
述
)
。

 
唐
詩
に
も
常
見
の
こ
と
ば
で
あ
る
が
、
「
蘭
」
と
と
も
に
見
え
る
例
と
し
て
は
、
屈
原

「
九
歌
・
湘
君
」
を
踏
ま
え
た
徐
堅
の
「
権
歌
行
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
一
〇
七
)
に
、
「
霜

糸
青
頭
幟
、
二
藍
紫
霞
舟
」
(
霜
糸
 
青
垣
の
概
、
蘭
桟
 
紫
霞
の
舟
)
と
あ
る
。

 
士
籍
に
も
う
一
例
。
0
5
「
送
鄭
秀
才
帰
寧
」
(
巻
二
)
に
、
「
桂
織
彩
為
衣
、
行
当
令
節

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

帰
」
(
桂
織
 
彩
も
て
衣
を
為
し
、
行
き
て
当
に
令
節
に
帰
る
べ
し
)
と
あ
る
。

〔
常
港
江
〕
い
つ
も
江
を
渡
る
。
舟
は
江
を
行
き
交
う
の
に
、
と
次
に
続
く
。

〔
無
因
〕
当
て
が
な
い
。
方
法
が
な
い
。
屈
原
の
「
遠
遊
」
に
、
「
悲
時
俗
之
迫
阪
分
、

願
軽
挙
而
遠
遊
。
質
菲
薄
而
無
因
分
、
焉
託
乗
而
上
浮
」
(
時
俗
の
迫
随
を
悲
し
み
、
軽

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
ず

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ

挙
し
て
遠
遊
せ
ん
こ
と
を
願
う
も
、
質
菲
薄
に
し
て
因
る
無
く
、
驚
く
に
か
託
訂
し
て
上

浮
せ
ん
)
と
あ
る
。
謝
恵
連
「
雪
賦
」
(
『
文
選
』
巻
＝
二
)
に
も
、
「
怨
年
蔵
之
易
暮
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
し

傷
後
会
之
無
因
」
(
年
歳
の
暮
れ
易
き
を
怨
み
、
後
会
の
因
無
き
を
傷
む
)
と
あ
り
、
ま

た
、
李
白
の
「
寄
遠
十
二
首
」
其
六
に
も
、
「
流
波
向
海
去
、
量
見
終
無
因
。
遥
将
一
点

涙
、
遠
寄
如
万
人
」
(
流
波
 
海
に
向
か
っ
て
去
り
、
見
ん
と
欲
す
る
も
終
に
因
る
無
し
。

 
 
 
 
 
 
 
も
つ

遥
か
に
一
点
の
涙
を
将
て
、
遠
く
寄
す
 
花
の
如
き
人
に
)
と
あ
る
。

〔
重
盗
〕
何
度
も
送
ろ
う
と
す
る
。
「
寄
」
は
詩
題
「
寄
豊
門
」
の
「
寄
」
。

 
張
籍
自
身
に
も
う
一
例
。
3
2
「
送
令
狐
尚
書
赴
東
都
留
守
」
(
配
賦
)
に
、
「
朝
廷
重
寄

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
ろ
ニ

在
関
東
、
共
説
従
来
選
上
公
」
(
朝
廷
.
 
重
ね
て
寄
せ
て
 
関
東
に
在
り
、
共
に
説
ぶ

従
来
 
上
公
を
選
ぶ
を
)
と
あ
る
。

 
な
お
、
6
句
に
類
似
し
た
表
現
が
、
梁
の
呉
均
「
輩
出
」
(
『
玉
壷
新
詠
』
巻
六
)
に
、

「
遼
西
三
千
里
、
野
寄
無
因
縁
」
(
遼
西
 
三
千
里
、
寄
せ
ん
と
欲
す
る
も
因
縁
無
し
)

と
あ
る
。
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〔
双
瑳
瑠
〕
 
一
対
の
イ
ヤ
リ
ン
グ
。
「
瑠
」
は
、
『
釈
名
』
釈
首
飾
に
、
「
穿
耳
施
珠
日
瑞
」

(
耳
を
穿
ち
て
珠
を
施
す
を
瑠
と
日
う
)
と
あ
り
、
耳
飾
り
の
こ
と
。
女
性
の
装
飾
品
で

あ
り
、
詩
の
用
例
に
は
、
「
古
詩
為
焦
墨
書
妻
作
」
(
『
玉
壷
新
詠
』
巻
一
)
に
、
「
腰
若
流

縞
素
、
耳
著
明
月
瑠
」
(
腰
は
託
る
る
紋
素
の
若
く
、
耳
に
は
明
月
の
瑠
を
著
く
)
、
ま
た

晋
の
傅
玄
「
有
重
罪
艶
歌
行
」
(
『
玉
壼
愚
詠
』
巻
二
)
に
、
「
頭
安
金
揺
揺
、
耳
繋
明
月

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か

瑠
」
(
頭
に
は
熊
胆
揺
を
安
ん
じ
、
耳
に
は
明
月
瑞
を
繋
く
)
と
あ
り
、
賦
に
も
、
後
漢

の
劉
槙
「
魯
都
賦
」
(
『
藝
文
類
聚
』
巻
六
一
)
に
、
「
挿
曜
日
之
伝
導
、
珂
明
月
之
珠
瑠
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ

(
曜
日
の
珍
笄
を
挿
し
、
明
月
の
珠
瑠
を
督
す
)
と
見
え
る
。

 
耳
飾
り
が
、
男
性
か
ら
の
女
性
へ
の
心
を
込
め
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
は
、
後
漢

の
繁
欽
「
定
情
詩
」
(
『
亡
妻
新
詠
』
巻
一
)
に
、
「
何
以
致
区
区
、
耳
中
双
明
珠
」
(
何
を

以
て
区
区
を
致
さ
ん
、
耳
中
の
双
明
珠
)
と
見
え
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
た
張
手
の
2
0
「
節

婦
吟
」
(
巻
一
)

 
君
知
妾
有
夫

 
単
三
賢
明
珠

 
感
君
纏
綿
意

 
繋
在
紅
羅
儒

に
も
、

 
君
は
妾
に
夫
有
る
を
知
り
て

 
妾
に
双
明
珠
を
贈
れ
り

 
君
が
纏
綿
の
意
に
感
じ
て

 
繋
ぎ
て
紅
羅
の
儒
に
在
り

と
詠
わ
れ
て
い
る
。

 
「
環
」
は
美
玉
の
名
で
あ
り
、
張
星
「
四
愁
詩
」
其
二
に
、
「
美
人
贈
我
金
錯
刀
、
何

以
報
之
英
現
瑠
」
(
美
人
 
我
に
金
錯
刀
を
贈
れ
り
、
何
を
以
て
か
之
に
報
い
ん
，
英
現

瑠
)
と
、
「
美
人
」
に
贈
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
見
え
る
。

 
耳
飾
り
を
贈
り
物
と
す
る
場
合
、
そ
れ
を
一
対
と
す
る
こ
と
は
当
た
り
前
と
い
え
ば
当

た
り
前
だ
が
、
こ
れ
に
限
ら
ず
、
中
国
で
は
古
来
、
贈
り
物
が
し
ば
し
ば
「
双
」
で
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
川
合
康
三
氏
が
、
『
文
選
』
(
「
鑑
賞
・
中
国
の
古
典
」
一
二
、
角
川

書
店
、
八
八
年
)
の
「
飲
馬
長
城
壁
行
」
に
見
え
る
「
双
導
車
」
の
解
説
で
述
尺
て
お
ら

れ
る
。

【
補
】

 
こ
の
詩
は
、
詠
わ
れ
る
情
景
や
語
句
な
ど
『
楚
辞
』
や
そ
の
影
響
を
受
け
た
張
衡
の
「
四

愁
詩
」
を
意
識
し
つ
つ
、
さ
ら
に
、
女
性
に
対
す
る
恋
情
を
詠
じ
た
李
白
「
寄
遠
」
を
踏

ま
え
て
詠
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 
【
題
解
】
で
触
れ
た
よ
う
に
、
『
楽
府
詩
集
』
に
採
録
さ
れ
る
「
寄
遠
島
」
は
、
張
籍

の
他
、
王
建
の
作
が
一
首
あ
る
の
み
で
あ
る
。
以
下
に
王
建
の
詩
を
引
用
す
る
が
、
張
籍

の
詩
と
比
較
し
た
場
合
、
い
く
つ
か
の
共
通
点
が
指
摘
で
き
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
の
か
た

 
1
美
人
別
來
無
庭
所
 
 
美
人
 
別
れ
て
よ
り
来
 
 
処
る
所
無
し

2
巫
山
月
明
蟹
江
雨

3
千
回
相
見
不
分
明

4
井
底
看
星
夢
中
語

5
無
心
相
封
倫
難
知

6
何
況
萬
里
不
三
哲

巫
山
の
月
明
 
湘
江
の
雨

 
 
 
あ

千
回
相
見
わ
ん
と
す
る
も
 
分
明
な
ら
ず

井
底
に
星
を
看
て
 
夢
中
に
語
る

両
県
 
相
対
し
て
す
ら
尚
お
知
り
難
し

何
ぞ
況
ん
や
万
里
に
し
て
相
疑
わ
ざ
ら
ん
や

 
 
(
『
全
唐
詩
』
巻
二
九
八
に
拠
る
)

 
両
篇
の
共
通
点
は
、
詩
型
が
七
言
六
句
の
古
体
詩
で
あ
る
こ
と
、
遠
く
に
い
る
「
美
人
」

へ
の
恋
情
を
詠
じ
て
い
る
こ
と
、
1
句
が
「
美
人
」
か
ら
読
み
起
こ
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

詩
の
舞
台
が
霊
水
下
流
域
・
長
江
中
流
域
の
古
代
・
楚
の
地
域
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

(
王
詩
「
巫
山
」
「
湘
江
」
)
、
5
句
で
灰
韻
か
ら
平
韻
に
換
韻
し
て
い
る
こ
と
(
王
詩
「
所

.
 
語
」
一
上
声
八
語
、
「
雨
」
1
上
声
九
塵
［
独
用
］
/
「
知
」
1
上
平
声
五
支
、
「
疑
」

1
上
平
声
七
之
［
同
用
］
)
な
ど
が
指
摘
で
き
る
。

 
張
王
の
楽
府
に
唱
和
的
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
満
額
適
業
が
「
論
張
三

楽
府
中
的
唱
和
現
象
」
(
『
上
海
大
学
学
報
』
社
会
科
学
版
、
一
九
九
七
年
五
期
)
で
論
じ

て
お
り
、
こ
の
「
寄
遠
曲
」
も
、
上
述
の
理
由
な
ど
か
ら
両
者
の
唱
和
の
作
で
あ
る
と
し

て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
ら

 
「
美
人
」
は
、
屈
原
の
「
離
騒
」
に
注
し
た
王
逸
が
、
「
霊
脩
・
美
人
は
、
以
て
君
に
娩

ぶ
」
と
言
う
よ
う
に
、
『
楚
辞
』
以
来
、
君
主
や
君
子
の
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

張
衡
も
「
四
愁
詩
」
序
の
な
か
で
、
「
屈
原
に
依
り
、
美
人
を
以
て
君
子
と
為
す
」
と
、

詩
中
の
美
人
が
屈
原
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
と
、
張
王
の

「
寄
遠
曲
」
が
唱
和
の
作
で
あ
る
こ
と
を
考
え
併
せ
れ
ば
、
思
慕
の
対
象
で
あ
る
「
美
人
」

は
、
そ
れ
ぞ
れ
張
詩
で
は
王
建
、
王
業
で
は
張
籍
を
指
す
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
張
工
と

王
建
は
早
く
か
ら
交
友
が
あ
り
、
こ
の
詩
は
両
者
が
離
れ
ば
な
れ
に
あ
る
時
期
の
作
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

 
な
お
、
両
者
の
交
友
に
つ
い
て
は
、
李
一
飛
氏
に
「
張
二
王
万
華
岡
岬
述
」
(
『
文
学
遺

産
』
、
一
九
九
三
年
二
期
)
、
遅
乃
鵬
氏
に
「
王
建
交
游
考
」
及
び
、
李
論
文
を
再
検
討
し

た
「
「
張
籍
王
建
交
游
考
述
」
商
権
」
(
と
も
に
『
王
建
研
究
叢
考
』
、
巴
蜀
書
社
、
一
九

九
七
年
)
の
専
論
が
あ
る
。

【
注
】

①
静
嘉
堂
宋
本
も
「
寄
遠
」
其
十
一
。

相
思
」
に
作
る
も
の
が
あ
る
。

た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
は
、
其
十
一
を
「
長

(
畑
村
)
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6
行
路
難

【
題
解
】

 
「
行
路
難
」
は
楽
府
題
。
『
楽
府
詩
集
』
雑
曲
歌
辞
に
飽
照
(
十
九
首
)
以
下
、
斉
の

宝
月
(
一
首
)
・
梁
の
呉
均
(
四
首
)
・
多
調
(
二
首
)
・
王
翁
(
一
首
)
・
唐
の
盧
照
隣
(
一

首
)
・
張
紘
(
一
首
)
・
賀
蘭
進
明
(
五
首
)
・
崔
顯
(
一
首
)
・
李
白
(
三
首
)
・
顧
況
(
三

首
)
・
李
順
(
一
首
)
・
高
適
(
二
首
)
・
張
籍
(
一
首
)
・
章
応
物
(
一
首
)
・
柳
宗
元
(
三

首
)
・
飽
溶
(
一
首
)
・
貫
休
(
五
首
)
・
斉
己
(
二
首
)
・
翁
綬
(
一
首
)
・
蚊
頭
(
一
首
)

を
収
め
、
さ
ら
に
酪
賓
王
の
「
従
軍
中
行
路
難
」
二
首
・
王
昌
齢
の
「
変
行
路
難
」
一
首

を
収
め
る
(
同
書
巻
七
〇
～
七
一
)
。

 
『
楽
府
詩
集
』
の
引
く
『
楽
府
解
題
』
に
「
行
路
難
、
備
言
世
路
顛
難
及
離
別
悲
傷
之

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
ぶ

意
。
多
以
君
不
見
為
首
」
(
行
路
難
は
、
備
さ
に
世
路
の
顛
難
及
び
離
別
悲
傷
の
意
を
言

う
。
多
く
「
君
見
ず
や
」
を
以
て
首
と
為
す
)
と
い
う
。
ま
た
、
「
按
、
陳
武
別
伝
日
、

武
常
牧
羊
、
諸
家
牧
竪
有
知
歌
謡
者
、
武
遂
学
行
路
難
。
則
所
書
亦
遠
 
。
唐
王
昌
二
又

有
変
行
路
難
」
(
按
ず
る
に
、
陳
武
別
伝
に
曰
く
、
武
 
常
に
牧
羊
す
る
に
、
諸
家
の
牧

竪
に
歌
謡
を
知
る
者
有
り
、
武
 
遂
に
行
路
難
を
学
ぶ
、
と
。
則
ち
起
こ
る
所
亦
た
遠
し
。

唐
の
王
昌
齢
に
又
た
変
行
路
難
有
り
)
と
い
う
。

 
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
三
国
呉
の
時
代
に
は
こ
の
曲
が
歌
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
『
楽

府
詩
集
』
に
収
め
る
最
も
古
い
作
品
は
飽
照
の
も
の
で
、
古
辞
は
残
っ
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
。
「
行
路
難
」
が
多
く
「
面
当
見
」
の
表
現
を
詩
の
冒
頭
に
置
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、

第
5
句
の
語
釈
参
照
。

 
前
代
の
作
品
の
う
ち
、
飽
照
の
「
行
路
難
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
代
表
作
で
あ
る
だ
け

に
、
多
く
の
論
究
が
あ
る
。
最
近
の
も
の
で
は
、
佐
藤
大
志
氏
「
飽
照
『
擬
行
路
難
』
の

制
作
意
図
」
(
『
漢
文
教
室
』
第
一
七
号
、
九
三
年
)
や
井
口
博
文
氏
「
飽
照
《
擬
行
路
難
》

の
篇
数
に
つ
い
て
」
(
『
中
国
詩
文
論
叢
』
第
一
六
集
、
九
七
年
)
が
あ
る
。
李
白
の
も
の

に
つ
い
て
は
、
吹
野
安
氏
に
「
李
白
『
行
路
難
』
三
首
考
」
(
『
国
学
院
雑
誌
』
八
五
-
一

二
、
八
五
年
)
の
専
論
が
あ
る
。

 
な
お
、
張
籍
は
3
2
「
覇
旅
行
」
(
巻
一
)
に
お
い
て
、
楽
府
題
と
し
て
で
は
な
く
、
「
行

路
難
」
の
こ
と
ば
を
用
い
て
い
る
。
「
遠
客
出
門
行
路
難
、
停
車
敏
策
在
門
端
」
(
遠
客
門

を
出
つ
れ
ば
 
行
路
難
し
、
車
を
停
め
 
策
を
短
め
 
門
端
に
在
り
)
。

【
本
文
・
書
き
下
し
文
】

1
高
東
行
人
長
嘆
息

2
十
年
離
家
蹄
未
得

湘
東
の
行
人
 
長
く
嘆
息
す

十
年
 
家
を
離
れ
 
帰
る
こ
と
未
だ
得
ず

3
弊
裏
畜
…
馬
苦
難
行

4
倥
僕
飢
寒
少
筋
力

5
君
不
見
林
頭
黄
金
盤

6
肚
士
無
顔
色

7
龍
幡
泥
中
未
有
雲

8
不
能
心
墨
回
天
翼

索
き
翻
 
蕪
 
難
行
に
苦
し
み

憧
僕
 
飢
寒
し
 
筋
力
少
な
し

君
見
ず
や
 
淋
頭
 
黄
金
尽
き

 
 
 
顔
色
無
き
を

壮
士

竜
は
泥
中
に
わ
蠕
裳
り
て
 
未
だ
雲
有
ら
ず

か彼
の
皇
天
の
翼
を
生
ず
る
能
わ
ず

【
ロ
語
訳
】

1
湘
東
の
旅
人
は
 
長
い
た
め
息
を
つ
く

2
十
年
家
を
離
れ
て
 
ま
だ
帰
れ
な
い

3
ぼ
ろ
を
ま
と
い
 
や
せ
馬
に
ま
た
が
り
 
行
き
悩
む

4
し
も
べ
ま
で
飢
え
凍
え
 
力
も
出
な
い

5
ご
覧
な
さ
い
 
枕
元
の
黄
金
は
な
く
な
っ
て

6
大
の
男
が
 
顔
色
を
失
っ
て
い
る
の
を

7
竜
は
泥
の
中
で
と
ぐ
ろ
を
ま
い
た
ま
ま
 
雲
は
で
き
て
い
な
い

8
天
ま
で
昇
る
翼
が
 
生
え
て
く
れ
な
い
の
だ

【
押
韻
】

息
・
力
・
色
・
翼
一
入
声
二
四
職

得
一
入
声
二
五
徳
(
同
用
)

【
語
釈
】

1
・
2
 
湘
東
行
人
長
嘆
息
、
十
年
離
家
帰
未
得

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り
ゅ
う
い
く

〔
眉
墨
胸
郡
名
。
現
在
の
湖
南
省
衡
陽
市
。
劉
宋
に
台
東
王
劉
或
が
お
り
、
ま
た
梁
の
元

帝
薫
繹
も
は
じ
め
湘
東
王
で
あ
っ
た
。
唐
に
お
い
て
は
衡
州
の
地
。
呂
温
の
左
遷
地
で
あ

る
。 

詩
に
お
い
て
は
、
西
曲
「
三
洲
漱
ト
し
ヒ
首
二
三
(
『
楽
府
詩
集
幽
う
巻
四
八
)
に
「
湘
東

郡
蘇
酒
、
広
州
竜
頭
錨
」
(
湘
東
 
郡
蘇
の
酒
、
広
州
 
竜
頭
の
錨
)
と
い
う
用
例
が
あ

る
。
こ
れ
は
銘
酒
の
産
地
と
し
て
用
い
ら
れ
た
例
で
あ
る
。

 
唐
詩
に
お
い
て
は
、
張
説
の
≒
贈
趙
公
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
八
六
)
に
「
湘
東
股
肱
守
、

心
与
帝
三
期
」
(
湘
東
 
股
肱
の
守
、
心
は
帝
郷
と
期
す
)
や
、
李
嘉
祐
の
「
送
張
観
帰

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
ん
じ

哀
州
」
(
『
全
唐
詩
』
三
二
〇
六
)
に
「
羨
爾
湘
東
去
、
煙
花
尚
可
親
」
(
羨
む
 
爾
が
高

東
に
去
る
を
、
r
煙
花
 
尚
お
親
し
む
べ
し
)
な
ど
の
用
例
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
広
く
湘
水

の
付
近
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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「
湘
水
」
は
5
「
寄
遠
曲
」
第
2
句
に
見
え
た
。

 
直
接
「
湘
東
」
の
語
を
扱
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
あ
た
り
の
詩
的
な
イ
メ
ー
ジ

に
つ
い
て
は
、
山
内
春
夫
氏
に
「
『
湘
南
(
瀟
湘
)
』
考
一
文
学
作
品
と
宋
迫
の
八
景
図
1
」

(『

蜥
J
女
子
大
国
文
』
第
二
二
号
、
九
二
年
。
ま
た
『
風
花
一
中
国
古
典
詩
論
抄
』
彙

文
堂
書
店
、
九
二
年
)
が
あ
る
。
氏
は
、
唐
詩
に
お
け
る
豊
水
一
帯
の
地
の
描
か
れ
方
を
、

次
の
五
つ
に
分
類
し
て
い
る
。

 
①
古
伝
説
の
地
、
湘
水
の
神
の
い
る
地
と
し
て

 
②
官
吏
の
左
遷
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
地
と
し
て

 
③
山
水
の
美
し
い
地
と
し
て

 
④
候
雁
の
渡
来
地
と
し
て

 
⑤
雨
の
よ
く
降
る
風
土
と
し
て

 
こ
の
詩
に
お
い
て
は
、
②
の
左
遷
さ
れ
た
官
吏
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
で

あ
ろ
う
。

 
ま
た
、
松
尾
幸
忠
氏
に
「
瀟
湘
考
」
(
『
中
国
詩
文
論
叢
』
第
一
四
集
、
九
五
年
)
が
あ

り
、
松
浦
友
久
氏
編
『
漢
詩
の
事
典
』
(
前
出
)
の
「
名
詩
の
ふ
る
さ
と
(
詩
跡
)
」
の
章

に
も
「
瀟
湘
」
の
項
目
が
あ
る
(
植
木
久
行
氏
執
筆
)
。

 
張
籍
の
用
例
は
こ
れ
の
み
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
ぼ
う

〔
行
人
〕
旅
人
。
『
周
面
』
元
妄
の
六
三
の
交
辞
に
「
元
宮
古
聖
。
或
繋
之
牛
。
行
人
之

得
、
奇
人
之
災
」
(
元
妄
の
災
い
あ
り
。
或
い
は
之
が
牛
を
繋
ぐ
。
行
人
の
得
る
は
、
邑

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぶ
ん
す
い
 
 
し
ょ
う
し
よ
う

人
の
災
い
)
と
い
い
、
『
毛
詩
』
洋
風
「
載
駆
」
に
「
波
笹
湯
湯
、
行
人
彰
彰
」
(
塩
水
 
湯
 
湯

 
 
 
 
 
 
ほ
う
ほ
う

た
り
、
行
人
 
彰
彰
た
り
)
と
い
う
な
ど
、
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
る
こ
と
ば
。
詩
に
お
い

て
も
、
「
古
詩
為
焦
仲
卿
妻
帯
」
(
『
玉
壼
御
詠
』
巻
一
)
に
「
行
人
駐
三
章
、
寡
婦
起
彷

復
」
(
行
人
 
足
を
下
め
て
聴
き
、
寡
婦
 
起
ち
て
彷
復
す
)
と
い
う
な
ど
、
古
く
か
ら

多
く
の
用
例
が
あ
る
。

 
3
「
雑
戯
」
1
0
句
に
も
見
え
、
そ
の
語
釈
に
触
れ
た
よ
う
に
、
軽
挙
に
他
に
二
二
例
の

用
例
が
あ
る
。
湘
水
と
同
時
に
用
い
た
例
と
し
て
、
2
0
「
湘
江
曲
」
(
立
食
)
に
「
湘
江

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
ろ

無
潮
秋
水
闊
、
湘
中
月
落
行
人
発
」
(
湘
江
 
潮
無
く
 
秋
水
闊
く
、
湘
中
 
月
落
ち

行
人
発
す
)
の
句
が
あ
る
。

し
た
例
。

 
赦
罪
の
用
例
は
こ
れ
の
み
。

〔
十
年
離
家
帰
未
醤
〕
「
離
家
」
の
表
現
は
、
宋
玉
の
「
九
辮
」
に
「
薄
湿
離
家
分
骨
遠

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
る

客
、
超
適
遥
跨
二
重
薄
し
ど
(
郷
を
去
り
家
を
離
れ
て
 
律
り
て
遠
く
客
た
り
、
超
か
に
造

遥
し
て
 
今
焉
く
に
か
薄
ま
る
)
と
あ
り
、
聞
人
情
の
「
春
日
」
(
『
玉
皇
新
詠
』
巻
人
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
な

に
「
相
与
成
知
節
、
歎
子
独
離
家
」
(
相
与
に
す
る
は
 
成
節
を
知
る
、
子
の
独
り
家
を

離
る
る
を
歎
く
)
と
あ
る
。

 
こ
の
二
句
、
湘
東
の
旅
人
が
十
年
家
を
離
れ
、
ま
だ
家
に
帰
れ
な
い
こ
と
を
い
う
。

 
「
湘
東
行
人
」
と
い
う
人
物
が
誰
か
特
定
の
人
物
を
指
す
の
か
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

単
に
左
遷
さ
れ
た
官
吏
を
イ
メ
ー
ジ
す
べ
き
な
の
か
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。
当
時
は
「
湘

東
行
人
」
と
い
う
だ
け
で
、
読
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
惹
き
起
こ
す
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
屈
原
あ
る
い
は
豪
男
を
意
識
し
た
表
現
か
も
し
れ
な
い
。

 
張
籍
自
身
の
経
歴
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
急
雷
の
年
譜
に
よ
れ
ば
、
大
尽
元
年
(
6
6
7
)

和
州
に
生
ま
れ
て
以
来
「
湘
東
」
に
十
年
客
と
な
っ
た
と
い
う
事
実
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

若
い
頃
の
履
歴
は
よ
く
分
か
ら
な
い
の
で
、
あ
る
い
は
そ
の
事
実
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
少
な
く
と
も
伝
記
資
料
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

 
た
だ
、
元
和
元
年
(
6
0
8
)
長
安
に
出
て
か
ら
、
張
籍
は
十
年
間
を
太
常
寺
太
守
と
し
て

過
ご
し
た
。
そ
の
間
、
元
和
六
年
(
1
1
8
)
に
は
目
を
病
み
、
韓
愈
に
代
筆
し
て
も
ら
っ
て

李
遜
に
抜
擢
を
願
い
出
て
お
り
、
九
年
(
4
1
8
)
に
は
白
居
易
が
「
読
手
籍
古
楽
府
」
(
二
)

の
詩
を
作
っ
て
張
籍
を
推
挙
し
て
い
る
。
元
和
十
年
(
5
1
8
)
の
白
居
易
の
「
重
到
城
七
絶

句
」
其
三
「
張
十
八
」
(
八
一
八
)
に
も
「
独
有
戸
詩
華
太
祝
、
十
年
不
忠
旧
官
街
」
(
独

り
詩
を
詠
ず
る
張
太
祝
有
り
、
十
年
 
副
官
街
を
改
め
ず
)
の
句
が
見
え
て
お
り
、
当
時

の
張
籍
が
不
遇
感
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

 
十
年
を
実
数
と
考
え
、
張
籍
に
引
き
つ
け
て
考
え
れ
ば
、
こ
の
詩
の
「
行
人
」
は
、
あ

る
い
は
太
常
寺
平
熱
時
代
の
張
籍
が
、
自
分
自
身
の
不
遇
を
旅
人
の
漂
泊
の
愁
い
に
な
ぞ

ら
え
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

〔
長
嘆
息
〕
長
く
た
め
息
を
つ
く
。
詩
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。
古
い
例
と

し
て
は
曹
植
「
棄
婦
詩
」
(
『
玉
壷
蜜
蝋
』
巻
二
)
に
「
樹
心
長
歎
息
、
無
子
当
帰
寧
」
(
心

 
う

を
樹
ち
て
 
長
歎
息
す
、
子
無
く
ば
 
当
に
帰
算
す
べ
し
)
と
い
い
、
院
璃
の
「
詩
」
(
『
藝

文
類
聚
』
巻
二
七
)
に
も
「
還
坐
長
歎
息
、
憂
憂
安
可
忘
」
(
坐
に
還
り
て
 
長
歎
息
す
、

憂
憂
と
し
て
 
安
ん
ぞ
忘
る
ぺ
け
ん
や
)
と
い
う
。
前
者
は
女
性
の
例
だ
が
、
後
者
は
『
藝

文
類
聚
』
で
「
行
旅
」
の
部
に
収
め
る
よ
う
に
、
こ
の
詩
と
同
じ
く
旅
人
の
嘆
き
を
表
現

3
・
4
 
池
袋
巌
馬
苦
難
行
、
零
点
飢
寒
少
筋
力

〔
雪
平
〕
破
れ
た
か
わ
ご
ろ
も
。
ま
た
「
墨
袋
」
に
作
る
。
『
呂
氏
春
秋
』
照
応
覧
「
具

備
」
に
「
三
年
、
巫
馬
旗
短
褐
衣
弊
裏
、
門
柱
化
於
養
父
」
(
三
年
に
し
て
、
巫
二
幅

 
 
 
 
 
 
 
 
き
 
 
 
 
 
 
 
 
た
ん
ぽ
 
 
み

短
褐
に
し
て
宿
意
を
衣
て
、
化
を
査
父
に
観
る
)
と
い
う
用
例
が
あ
る
。

 
詩
に
お
い
て
は
、
峯
参
の
「
送
二
十
二
兄
漂
遊
性
向
中
」
(
『
校
注
』
下
五
)
に
「
夜
雪

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ
ん
り

入
穿
履
、
朝
霜
凝
激
裏
」
(
夜
雪
穿
履
に
入
り
、
朝
霜
激
憤
に
凝
る
)
と
い
い
、
杜
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甫
の
翫
雛
日
尋
崔
殿
三
尉
」
(
『
詳
註
』
巻
四
)
に
「
朝
光
入
事
膿
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
寝
 
型
通
に
驚
く
)
と
い
う
。

光
甕
鵬
に
入
り
、

 
張
籍
の
用
例
は
、
こ
の
一
例
の
み
。

 
寝
驚
激
婁
」
(
朝

〔
写
真
〕
や
せ
馬
。
詩
に
お
い
て
は
「
西
門
行
」
古
筆
(
『
楽
府
詩
集
』
巻
三
七
)
に
「
遊

行
法
去
如
雲
除
、
辮
車
遜
馬
為
自
儲
」
(
遊
行
し
て
去
り
去
ら
ば
 
雲
の
除
か
る
る
が
如

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
と
も
に
詩
に
用

 
 
 
 
 
 
 
為
に
自
ら
儲
く
)
と
い
う
用
例
が
あ
る
。
「
石
文
」

し
、
肩
車
嵐
想

い
た
例
と
し
て
は
、
章
差
物
の
「
温
泉
行
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
一
九
四
)
に
「
浄
血
鼠
馬
凍

欲
死
、
頼
遇
主
人
杯
仁
多
」
(
弊
裏
蔵
馬
 
凍
え
て
死
せ
ん
と
欲
す
る
は
、
主
人
の
杯
酒

 
 
 
 
 
 
よ

多
き
に
遇
う
に
頼
る
)
の
句
が
あ
る
。

 
張
籍
に
他
に
二
例
あ
る
。
そ
の
う
ち
鮒
「
寄
別
者
」
(
巻
七
)
で
は
、
「
前
馬
時
僑
韓
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
が
え

行
行
未
邉
食
。
下
車
勧
童
僕
、
相
野
莫
歎
息
」
(
魔
馬
 
時
に
韓
に
侍
り
、
行
き
行
き
て

 
 
 
く
ら
 
 
 
 
い
と
ま

 
未
だ
食
う
に
逡
あ
ら
ず
。
車
を
下
り
て
 
童
僕
に
勧
む
、
相
い
顧
み
て
 
歎
息
す
る
莫

か
れ
)
と
い
い
、
こ
の
詩
と
よ
く
似
た
表
現
を
用
い
て
い
る
。

(
苦
難
行
〕
「
難
行
」
は
楽
府
題
の
「
行
路
難
」
と
響
き
合
う
表
現
。

 
ご
く
普
通
の
表
現
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
詩
に
お
け
る
古
い
用
例
を
あ
ま
り
見
な
い
。

張
九
齢
の
「
奉
和
聖
製
送
尚
書
燕
国
公
奇
々
方
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
四
九
)
に
「
歌
鍾
旋
回

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
じ
ん
せ
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ

望
、
祇
席
貴
難
行
」
(
歌
鍾
 
旋
い
で
望
む
べ
し
、
柾
席
 
豊
に
行
き
難
か
ら
ん
)
と
あ

る
の
が
最
も
早
い
例
か
。

 
続
く
例
は
、
杜
甫
の
「
奇
才
行
贈
畢
四
三
」
(
『
詳
註
』
巻
六
)
に
「
自
筆
官
馬
送
還
官
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
ぼ
ら

行
路
難
行
渋
如
棘
」
(
官
馬
を
官
に
送
還
し
て
よ
り
、
行
路
 
行
き
難
く
 
渋
な
る
こ
と
棘

の
如
し
)
」
と
い
う
例
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
友
人
を
訪
問
す
る
手
だ
て
が
な
い
こ
と

を
、
楽
府
題
「
行
路
難
」
を
「
お
ど
け
て
使
っ
た
」
(
吉
川
幸
次
郎
氏
『
杜
甫
受
注
』
第

五
冊
、
筑
摩
書
房
、
八
三
年
)
例
で
あ
る
。

 
「
行
」
の
文
字
、
唐
言
名
家
本
で
は
「
前
」
字
に
作
る
。

〔
僅
僕
〕
召
使
い
。
『
史
記
』
万
石
君
伝
に
「
子
孫
勝
冠
者
在
側
、
錐
折
居
必
冠
、
回
申

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た

如
也
。
函
嶺
広
々
事
事
」
(
子
孫
の
冠
に
勝
う
る
者
側
に
在
れ
ば
、
燕
居
と
錐
も
必
ず
冠

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
ん
き
ん
じ
ょ

し
、
申
申
如
た
る
な
り
。
億
僕
は
訴
訴
如
た
る
な
り
)
と
い
い
、
陶
三
明
の
「
帰
去
来
分

辞
」
(
四
部
叢
刊
本
巻
五
)
に
「
憧
僕
歓
迎
、
稚
子
候
門
」
(
憧
僕
は
歓
び
迎
え
、
稚
子
は

門
に
候
つ
)
と
い
う
な
ど
、
古
く
か
ら
多
く
の
用
例
が
あ
る
。

 
詩
に
お
け
る
用
例
と
し
て
は
、
王
業
の
「
宿
営
州
」
(
趙
本
巻
四
)
に
「
他
郷
絶
傳
侶
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ち
ゆ
う
り
よ

孤
客
親
僅
僕
」
(
他
郷
 
三
三
絶
え
、
孤
客
 
撞
僕
に
親
し
む
)
と
い
う
例
が
あ
り
、
杜
9

甫
に
も
馬
「
酔
嶺
桜
墜
諸
公
訳
出
相
看
」
(
『
詳
註
』
巻
一
八
)
に
「
朋
知
来
洋
弓
我
顔
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
っ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ

杖
黎
強
起
依
憧
僕
」
(
辱
知
来
り
問
え
ば
 
我
が
顔
を
膜
く
し
、
黎
を
杖
き
強
い
て
起
き

 
僅
僕
に
依
る
)
と
い
う
な
ど
の
例
が
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
張
籍
の
用
例
は
、
こ
の
詩
と
先
に
引
い
た
4
6
「
寄
別
者
」
を
除
い
て
他
に
五
例
あ
る
。

そ
の
中
で
0
6
「
贈
買
島
」
(
三
四
)
に
「
籠
落
荒
涼
億
僕
飢
、
楽
遊
戯
上
住
多
時
」
(
擁
落

 
 
 
 
 

荒
涼
と
し
て
 
僅
僕
飢
う
、
楽
遊
原
上
 
住
む
こ
と
多
時
)
と
い
う
例
は
、
召
使
い
が
飢

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
貧
困
を
表
現
し
た
も
の
で
、
こ
の
詩
に
近
い
用
い
方
と
い
え
る
。

〔
飢
寒
〕
飢
え
と
寒
さ
。
こ
れ
も
『
春
秋
』
裏
公
二
十
八
年
の
左
伝
に
「
君
子
有
遠
慮
、
.
 

小
人
等
化
、
飢
寒
二
不
二
、
誰
麦
麹
其
後
」
(
君
子
は
遠
き
お
戯
か
り
有
り
、
小
人
は
灘
き

に
従
う
・
飢
寒
す
ら
寄
れ
燃
え
ず
、
誰
か
其
の
後
を
血
う
る
に
域
あ
ら
ん
)
'
と
い
う
な
ど
、

古
く
か
ら
多
く
の
用
例
が
あ
る
。
詩
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
、
院
璃
の
「
二
三

鞘
防
鉱
楽
論
難
)
瑳
躯
麺
鞭
案
挙
動
鞭
控
施
」
(
飢
寒
衣

 
六
朝
詩
に
お
い
て
は
、
陶
淵
明
が
四
例
の
用
例
を
残
し
て
お
り
、
他
の
詩
人
を
圧
倒
し

て
い
る
。
唐
詩
に
お
い
て
は
、
杜
甫
以
前
に
は
用
例
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
が
、
杜
甫

に
至
っ
て
際
立
っ
て
多
く
の
用
例
を
残
し
て
い
て
、
十
二
例
を
数
え
る
。

 
張
籍
の
「
飢
寒
」
の
例
は
こ
の
一
例
の
み
だ
が
、
飢
え
と
寒
さ
を
同
時
に
用
い
た
例
と

し
て
は
、
4
2
「
離
角
」
(
斜
格
)
に
「
隠
魚
積
黄
金
、
済
君
寒
愚
筆
」
(
辛
勤
し
て
 
黄
金

 
 
 
 
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
く

を
積
み
、
君
の
寒
さ
と
言
え
と
を
済
う
)
と
い
う
例
が
あ
る
。

 
『
唐
文
粋
』
、
「
飢
寒
」
を
「
尽
飢
」
に
作
る
。

〔
少
筋
力
〕
「
筋
力
」
も
『
礼
記
』
『
荘
子
』
以
来
、
よ
く
見
ら
れ
る
こ
と
ば
。
詩
忙
お
け

る
用
例
と
し
て
は
、
.
 
曹
植
「
聖
皇
篇
」
い
喝
宋
書
幅
簗
志
四
)
に
「
思
一
行
筋
力
、
康
亭
亭

報
国
」
(
思
い
は
一
に
し
て
 
筋
力
を
歯
し
、
康
躯
 
以
て
国
に
報
ず
)
と
い
い
、
沈
慶

之
の
詩
(
『
宋
書
』
本
伝
早
引
)
に
「
朽
老
筋
力
尽
、
徒
歩
還
南
陶
」
(
朽
署
し
て
 
筋
力

尽
き
、
徒
ら
に
歩
ん
で
 
南
闇
に
還
る
)
と
い
う
。

 
唐
詩
に
お
い
て
は
、
こ
れ
も
初
事
唐
の
用
例
は
あ
ま
り
な
い
よ
う
だ
が
、
杜
甫
に
至
っ

て
十
一
例
と
多
く
な
る
。
張
籍
に
は
他
に
二
例
、
璃
「
寄
王
六
侍
御
」
(
巻
四
)
の
例
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
漸
覚
近
来
筋
力
少
、
難
堪
今
日
在
風
塵
」
(
漸
く
覚
ゆ
 
近
来
 
筋
力
の
少
な
き
を
、

堪
え
難
し
 
今
日
 
風
塵
に
在
る
に
)
と
、
「
沙
」
の
文
字
と
と
も
に
用
い
て
い
る
。

5
・
6
 
君
不
見
林
頭
黄
金
尽
、
壮
士
無
顔
色

〔
面
面
見
〕
ご
覧
な
さ
い
。
不
特
定
多
数
の
聴
衆
あ
る
い
は
読
者
に
対
す
る
呼
び
か
サ
の

こ
と
ば
。

 
こ
の
表
現
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
松
枝
茂
夫
氏
の
「
ふ
た
た
び
容
参
の
『
胡
茄
歌
』
に

つ
い
て
1
附
『
君
不
見
』
『
君
不
聞
』
考
」
(
東
京
都
立
大
学
『
人
文
学
報
』
三
六
、
六
三



28宇部工業高等専門学校研究報告 第46号 平成12年3月

年
)
お
よ
び
松
原
朗
氏
の
「
『
君
不
見
』
七
一
単
坐
か
ら
十
手
ま
で
を
中
心
と
し
て
一
」
(
『
早

稲
田
大
学
高
等
学
院
研
究
年
三
』
二
七
、
八
三
年
)
に
詳
し
い
。

 
両
著
に
よ
れ
ば
、
こ
の
表
現
は
、
六
朝
以
来
「
行
路
難
」
に
特
徴
的
な
表
現
で
あ
っ
た

が
、
唐
に
な
る
と
他
の
楽
府
作
品
や
詩
に
も
見
え
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
本

来
は
不
特
定
多
数
の
読
者
を
対
象
と
し
て
い
た
が
、
組
曲
の
頃
か
ら
、
あ
る
特
定
の
人
物

へ
の
呼
び
か
け
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
先
に
挙
げ
た
『
楽
府
詩

集
』
に
、
詩
の
冒
頭
に
用
い
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
が
、
こ
の
軍
籍
の
も
の
が

中
間
に
お
く
よ
う
に
、
零
参
以
降
、
中
間
に
お
く
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

 
張
籍
の
こ
の
例
は
、
特
定
の
人
物
へ
の
呼
び
か
け
る
用
法
で
は
な
く
、
六
朝
以
来
の
、

不
特
定
多
数
の
聴
衆
ま
た
は
読
者
に
呼
び
か
け
る
用
法
に
と
い
え
よ
う
。
士
籍
の
「
君
不

見
」
の
用
例
は
こ
れ
の
み
。

〔
林
頭
〕
ベ
ッ
ド
の
そ
ば
。
古
い
用
例
は
見
あ
た
ら
ず
、
詩
に
お
い
て
は
飽
照
の
「
行
路

難
」
其
五
に
「
且
願
得
志
霜
露
就
、
林
頭
恒
有
婦
酒
銭
」
(
且
つ
願
う
 
志
を
得
て
 
数

 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
ね

 
 
 
な

し
ば
相
就
り
、
林
頭
 
恒
に
酷
酒
の
銭
有
ら
ん
こ
と
を
)
と
い
い
、
其
十
九
に
「
但
願
樽

中
腎
醍
満
、
莫
惜
休
心
百
個
銭
」
(
但
だ
願
う
 
百
中
に
九
醗
の
満
つ
る
を
、
惜
し
む
苦

れ
 
林
頭
百
個
の
銭
)
と
い
う
。
と
も
に
酒
を
飲
む
た
め
の
金
の
置
き
場
所
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
る
。

 
唐
に
入
っ
て
、
寄
参
に
も
「
送
孟
儒
卿
落
第
帰
済
陽
」
(
『
校
注
』
十
五
)
に
「
客
舎
少

郷
信
、
林
頭
無
酒
塩
」
(
客
舎
 
郷
信
少
な
く
、
鉢
頭
 
酒
銭
無
し
)
の
句
が
あ
り
、
「
郡

斎
南
池
招
楊
鱗
」
(
『
校
注
』
巻
三
)
に
「
閑
時
耐
相
訪
、
正
有
林
頭
銭
」
(
閑
時
 
相
訪

う
に
耐
え
た
り
、
正
に
抹
頭
の
銭
有
り
)
の
句
が
あ
る
。

 
張
籍
の
用
例
は
こ
れ
の
み
。

〔
黄
金
尽
〕
「
黄
金
」
も
よ
く
見
ら
れ
る
こ
と
ば
。
『
周
易
』
以
来
、
詩
文
に
わ
た
っ
て
多

数
の
用
例
が
あ
る
。
詩
に
お
い
て
は
、
院
籍
の
「
詠
懐
詩
十
七
首
」
其
八
(
『
文
選
』
巻

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
や
く
い
つ

二
三
)
に
「
黄
金
浮
田
尽
、
資
用
常
苦
多
」
(
黄
金
 
百
温
尽
き
、
資
用
 
常
に
多
き
を

苦
し
む
)
と
、
「
尽
」
の
文
字
と
と
も
に
用
い
て
い
る
。
王
維
の
「
送
呈
為
落
第
帰
江
東
」

(
趙
本
巻
八
)
に
「
為
客
黄
金
尽
、
還
家
白
髪
新
」
(
客
と
為
り
て
 
黄
金
尽
き
、
家
に

還
り
て
 
白
髪
新
た
な
り
)
と
あ
り
、
李
白
の
「
送
趙
判
官
赴
蛤
府
中
丞
叔
幕
」
(
王
油

注
本
巻
一
八
)
に
も
「
廓
落
青
雲
心
、
藍
革
黄
金
尽
」
(
廓
落
た
り
 
青
雲
の
心
、
結
交

 
黄
金
尽
く
)
と
あ
っ
て
、
と
も
に
「
尽
」
の
字
を
伴
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゴ
 
ル
ド
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
ネ
 

 
張
籍
の
用
例
は
他
に
四
例
。
 
金
の
意
味
で
は
な
く
、
お
金
の
意
味
で
用
い
ら
れ
た
例

は
も
う
一
例
、
先
に
引
い
た
覗
「
離
愁
」
の
例
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4

〔
壮
士
〕
り
っ
ぱ
な
男
子
。
こ
れ
も
古
く
書
写
の
「
易
水
歌
」
(
『
戦
国
策
』
燕
策
)
に
「
風

薫
春
分
易
水
墨
、
壮
士
一
去
分
画
復
還
」
(
風
は
薫
薫
と
し
て
易
水
寒
く
、
壮
士
一
た
び

去
っ
て
復
た
還
ら
ず
)
と
い
う
有
名
な
用
例
が
あ
る
ほ
か
、
詩
文
に
わ
た
っ
て
多
数
の
用

例
が
あ
る
。

 
詩
に
お
い
て
は
、
曹
植
の
「
白
馬
篇
」
(
『
文
選
』
巻
二
七
)
に
「
名
編
壮
士
籍
、
不
得

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
ニ
ろ

中
顧
私
」
(
名
 
壮
士
の
籍
に
編
せ
ら
る
れ
ば
、
中
に
私
を
顧
み
る
を
得
ず
)
」
と
い
い
、

李
白
の
「
蜀
道
難
」
(
王
事
本
巻
三
)
に
「
地
崩
山
沿
壮
士
死
、
然
後
天
梯
黒
桟
相
鉤
連
」

 
 
 
 
 
く
だ

(
地
崩
れ
山
擢
け
て
壮
士
死
す
、
然
る
後
 
天
蓋
 
石
崖
 
相
震
出
す
)
と
い
う
。
杜
甫

に
は
十
七
例
、
そ
の
う
ち
「
移
居
公
安
敬
中
衛
大
郎
」
(
『
詳
註
』
巻
二
二
)
に
「
自
古
幽

人
泣
、
流
年
壮
士
悲
」
(
古
よ
り
無
人
泣
く
、
流
年
 
壮
士
悲
し
む
)
の
例
は
、
自
ら
を

「
壮
士
」
と
し
、
そ
れ
が
悲
し
ん
で
い
る
と
表
現
し
た
例
。

 
張
籍
の
用
例
は
こ
の
一
例
の
み
。

〔
無
顔
色
〕
顔
色
を
失
う
。
「
顔
色
」
も
、
『
軍
記
』
以
来
、
よ
く
見
ら
れ
る
語
。

 
詩
に
お
け
る
用
例
と
し
て
は
、
『
西
河
旧
事
』
に
記
す
譜
代
の
匂
奴
の
歌
(
『
太
平
二
四

記
』
巻
一
五
二
等
所
引
)
に
「
失
着
焉
支
山
、
使
我
婦
女
無
顔
色
」
(
我
が
焉
支
山
を
失

え
ば
、
我
が
婦
女
を
し
て
顔
色
無
か
ら
し
む
)
と
「
無
」
の
文
字
を
伴
っ
た
用
例
が
あ
る
。

ま
た
、
文
人
の
用
例
と
し
て
は
、
曹
植
「
飛
龍
篇
」
(
四
部
叢
刊
本
巻
筆
)
に
「
忽
三
二

童
、
顔
色
鮮
好
」
(
忽
ち
二
童
に
逢
う
、
顔
色
 
鮮
好
な
り
)
」
と
い
い
、
陸
機
の
「
擬
青

青
河
畔
草
」
(
『
文
選
』
巻
三
〇
)
に
も
「
書
志
妖
容
姿
、
灼
灼
美
顔
色
」
(
藥
藥
と
し
て

 
容
姿
妖
や
か
に
、
灼
灼
と
し
て
 
顔
色
美
な
り
)
と
い
う
。

 
同
時
代
の
白
居
易
の
「
長
恨
歌
」
に
も
「
八
三
一
笑
生
百
媚
、
六
宮
粉
黛
無
顔
色
」
(
眸

を
週
ら
し
て
一
笑
す
れ
ば
百
媚
生
じ
、
六
宮
の
粉
黛
 
顔
色
無
し
)
と
い
う
有
名
な
句
が

あ
る
。

 
な
お
「
顔
色
」
の
詩
語
に
つ
い
て
は
、
埋
田
重
夫
氏
に
「
詩
語
『
顔
色
』
の
形
成
と
そ

の
展
開
一
白
居
易
詩
に
み
ら
れ
る
口
語
的
用
法
を
め
ぐ
っ
て
一
」
(
『
中
国
文
学
研
究
』
第

八
期
、
八
二
年
頃
が
あ
る
。

 
軍
籍
の
「
顔
色
」
の
用
例
は
他
に
四
例
、
そ
の
う
ち
二
例
は
「
無
顔
色
」
と
表
現
し
て

い
る
が
、
と
も
に
色
に
つ
い
て
い
う
も
の
で
、
「
か
お
い
ろ
」
で
は
な
い
。

7
・
8
 
竜
幡
泥
中
未
有
雲
、
不
能
生
彼
升
天
産

〔
認
証
泥
中
未
有
価
、
不
能
生
彼
升
下
翼
〕
こ
の
二
二
、
龍
が
雲
に
乗
っ
て
天
に
昇
る
と

い
う
発
想
に
基
づ
く
。
こ
れ
も
『
周
易
』
乾
卦
の
九
五
の
文
言
伝
に
「
水
流
湿
、
火
就
燥
、

雲
従
竜
、
風
従
虎
」
(
水
は
湿
に
流
れ
、
火
は
燥
に
就
き
、
雲
は
竜
に
従
い
、
風
は
虎
に

従
う
)
と
い
う
、
古
く
か
ら
あ
る
考
え
方
。
詩
に
お
い
て
は
、
曹
植
「
当
旛
欲
高
行
」
(
『
楽

府
詩
集
』
巻
六
一
)
に
「
意
欲
升
天
須
浮
雲
、
人
之
仕
進
待
中
人
」
(
竜
 
天
に
升
ら
ん
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と
欲
す
れ
ば
 
浮
雲
に
須
ち
、
人
の
仕
進
ず
る
は
 
中
人
に
待
つ
)
と
い
う
。
仕
官
の
こ

と
を
い
う
対
句
で
、
「
竜
」
が
才
能
あ
る
人
物
、
「
雲
」
が
引
き
立
て
て
く
れ
る
貴
顕
者
と

し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
張
籍
の
こ
の
詩
と
同
じ
方
向
の
例
と
い
え
よ
う
。

 
杜
甫
も
「
戯
言
崔
評
事
表
姪
蘇
五
表
弟
章
大
立
府
諸
姪
」
(
『
詳
註
』
巻
二
〇
)
に
「
隠

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
と
さ

豹
深
愁
雨
、
潜
竜
故
下
露
」
(
隠
豹
 
深
く
雨
を
愁
う
、
潜
竜
 
故
ら
に
雲
を
起
こ
す
)

と
用
い
て
い
る
。

 
ま
た
、
身
金
が
「
雑
説
四
首
」
其
一
(
馬
留
意
校
注
『
韓
昌
黎
文
集
校
注
』
巻
一
)
で
、

こ
の
竜
と
雲
と
の
関
係
を
取
り
挙
げ
て
い
る
の
は
有
名
で
あ
る
。

 
張
籍
は
物
「
雲
童
行
」
(
巻
七
)
で
「
雲
呑
童
、
白
竜
之
尾
垂
江
中
」
(
雲
童
童
た
り
、

白
竜
の
尾
 
江
中
に
昇
る
)
と
、
雲
と
竜
を
用
い
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
気
象
に
つ
い

て
い
う
よ
う
で
あ
る
。

【
補
】

 
古
く
か
ら
見
ら
れ
る
語
彙
が
多
用
さ
れ
て
い
て
、
難
解
な
用
語
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
内

容
的
に
も
い
わ
ゆ
る
「
士
の
不
遇
」
を
詠
じ
た
も
の
で
、
よ
く
見
ら
れ
る
パ
タ
ー
ン
と
い

う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

 
た
だ
、
従
来
の
「
行
路
難
」
の
作
品
と
比
較
す
る
と
、
張
籍
の
も
の
は
や
や
特
異
な
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
以
前
の
「
行
路
難
」
は
、
飽
照
の
連
作
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
自

己
の
不
遇
か
ら
人
生
の
有
限
や
無
常
へ
の
感
慨
に
向
か
う
も
の
が
多
か
っ
た
。
そ
し
て
そ

れ
ら
は
、
し
ば
し
ば
飲
酒
な
ど
の
享
楽
や
分
相
応
の
生
活
な
ど
に
よ
っ
て
忘
れ
よ
う
と
さ

れ
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
詩
に
詠
ぜ
ら
れ
る
感
情
に
は
、
起
伏
や

曲
折
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
女
性
の
閨
怨
の
情
を
借
り
て
述
べ
る
も
の
も
多
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

 
そ
れ
に
対
し
て
、
早
引
の
場
合
は
、
自
己
の
不
遇
感
の
み
を
平
易
な
こ
と
ば
で
集
中
的

に
述
べ
、
純
粋
か
つ
切
実
な
印
象
を
与
え
る
よ
う
に
思
う
。
特
に
「
古
型
見
」
の
二
句
は
、

「
金
が
な
く
な
っ
て
顔
色
を
失
っ
た
」
と
、
極
め
て
直
裁
に
描
写
す
る
。

 
清
の
余
成
教
の
『
石
園
詩
話
』
巻
二
に
、
張
籍
の
詩
を
評
し
て
、

 
 
文
昌
離
婦
云
、
有
子
未
必
栄
、
無
子
坐
生
悲
。
贈
孟
郊
云
、
苦
節
居
貧
賎
、
所
知
頼

 
友
生
。
行
路
難
云
、
昼
餐
見
得
頭
黄
金
尽
、
壮
士
無
顔
色
無
。
寄
李
司
空
事
、
還
君
明

 
珠
双
涙
垂
、
何
不
講
話
丁
霊
時
。
皆
清
麗
深
娩
、
称
情
言
出
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
そ

 
 
文
昌
の
離
岸
に
云
う
、
子
有
る
も
 
未
だ
必
ず
し
も
栄
と
せ
ず
、
子
無
き
は
 
坐
う

 
に
悲
し
み
を
生
ず
、
と
。
孟
郊
に
贈
る
に
云
う
、
苦
節
 
貧
賎
に
居
り
、
知
る
所
は

 
友
生
に
頼
る
、
と
。
行
路
難
に
云
う
、
君
見
ず
や
 
床
頭
黄
金
尽
き
、
壮
士
 
顔
色

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
双
涙
垂
る
、
何
ぞ
未
だ
嫁

 
無
き
を
。
李
司
空
に
寄
す
に
云
う
、
君
に
明
珠
を
還
せ
ば

 
せ
ざ
る
時
に
相
逢
わ
ざ
り
し
・
と
。
皆
な
清
麗
深
娩
・
情
に
嚇
い
て
距
づ
。

と
い
う
の
も
、
そ
の
あ
た
り
を
評
価
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

 
『
唐
文
粋
』
や
徐
世
事
の
選
注
本
に
も
選
ば
れ
、
張
尊
墨
氏
『
中
唐
楽
府
詩
研
究
』
に

お
い
て
も
、
張
籍
の
「
古
題
古
意
」
の
作
品
の
例
と
し
て
ま
ず
こ
の
詩
を
挙
げ
る
な
ど
、

代
表
的
な
作
品
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
橘
)

［
附
記
］
本
稿
は
「
平
成
十
一
年
度
宇
部
工
業
高
等
専
門
学
校
学
内
助
成
事
業
」

 
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

に
よ
る


